
 1 

 

 

 

 

平成２８年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２８年４月～平成２９年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名  松原市立松原第七中学校                   

  種 別 □保育園・幼稚園  □小学校     □小中一貫教育 

      ☑中学校      □中高一貫教育  □高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒 ５８０ － ０００３  

       大阪府松原市一津屋２－１－９                

  E-mail  matsu7@matsubara.e-kokoro.ed.jp                

  Website  http://www2.schoolweb.ne.jp                 

  児童生徒数  男子１７２名   女子１３７名  合計 ３０９名 

        児童・生徒の年齢１２歳～１５歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 ☑ 国際理解 

 □ 世界遺産 

□ 平和・人権 

☑ 環境 

□ 気候変動  

□ 生物多様性 

□ エネルギー 

☑ 防災 

□ 食育 

□ 伝統文化 

□ そのほか（         ） 
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 ３．活動内容  

 

（１）１年間の主な活動内容について記載願います。 

 

○生徒会活動の取り組み 

 

・熊本地震募金活動（街頭募金） 

 

・涼もう会、ＨＯＴ×ほっと会（地域・生徒会・ＰＴＡ合同で行う校内の祭り） 

 

・国際文化フェスタ（地域教育協議会・福祉施設などとの交流） 

               →バザー・募金・食品販売・ゲームなど 

    ※国際理解のための演目などがある。 

 

 ・「はるかのひまわり」の取り組み 

   集会において「はるかのひまわり」についてのおはなし 

   校区の小学校とともに「はるかのひまわり」の苗の植え付け 

   全校生徒による、水やり～種の採種 

   国際文化フェスタにおいて「はるかのひまわり」の種の配布 

 

○日本語教室（ＩＳＲ…ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙｽﾀﾃﾞｨｰﾙｰﾑ）の取り組み 

 

 ・国際交流キャンプへの参加 

   市主催の外国にルーツのある子ども達とその仲間を対象にした国際交流キ

ャンプに本校生徒が参加し、仲間とつながり、自分自身を見つめ直す機会

になっている。 

 

 ・外国にルーツのある仲間とともに行う取り組み 

   国際文化フェスタで販売するギョウザ作りを保護者や生徒が一緒に参加し

て作り方から教えてもらい。試食、当日の販売まで行った。 

 

 ・校区の日本語教室の仲間との神戸フィールドワーク 

   外国にルーツのある子ども達とその仲間が南京町や神戸華僑歴史博物館を

見学し、聞き取りを行った。 

 

 ・放課後の母語学習 

   外国にルーツのある子ども達がルーツの文化である言語を学んでいる。外

国語の検定試験にも挑戦している。 

 

○ボランティア活動の取り組み 

 

 ・校区をきれいにする活動 

   年３回のクリーンキャンペーンを地域教育協議会と共催で行った。多数の

生徒が参加し、地域のゴミ拾いを行った。 
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 ・ゴミの分別を進める活動 

   国際文化フェスタで地域の皆さんにゴミの分別をお願いするとともに、ゴ

ミ拾いや分別作業を行い、環境にやさしいフェスタになるように活動した。 

 

○安心・安全な校区・学校つくり 

 

 ・生徒会やボランティア活動で行うあいさつ運動 

   生徒会やボランティアの生徒が中心となって毎朝、あいさつ運動を行い、

自校の生徒だけではなく、地域の方にもあいさつを行った。 

 

 ・地域教育協議会とともに防犯教室 

   地域教育協議会とＰＴＡがともに防犯教室を行い、安心・安全な校区つく

りのための研修を行った。 
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（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

☑ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

☑ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

☑ その他（地域教育協議会の活動に参加     ） 

 

 


